
 

VCube最初の起動と設定 

初回の起動 

VCubeをアップデートなどでインストールする必要がある場合、現在使用している「プリセット」を

全てプリセット > エクスポート でバックアップを作成してください。 

VCubeを起動すると、初回のみ下図の様なダイアログが表示されます。”Advanced Mode”を選択し、

起動させてください。 

 

起動が終了すると、英語モードのVCubeが起動します。日本語にするには、Settings > User Interface 
> Langage で Japanese を選択し、VCubeを一度終了させて再度起動してください。 

その後、エクスポートで作成したプリセットを プリセット > インポート で新たなプリセットを作成

してください。 

Pyramix v8 以降の VCube 
Pyramix v8以降では、Pyramix と VCube の同期を行う Virtual Transport がバージョンアップされ、

Pyramixソフトウェア内に Virtual Transport 2 として組み込まれました。 

そのため、1つのPCにPyramixとVCubeをインストールした（PyraCube）場合、Pyramixの Settings 
> All Settings で設定を行う必要があります。 

またVirtual Transport 2 では、PCをネットワークに接続しておく必要があります。PCをネットワー

クに接続できない場合は、このマニュアル最後の章に従って、LoopBack の設定を行ってください。 

Virtual Transport 2 の設定 
Pyramix と VCube を起動させたら、Pyramixの Settings > All Settings > Remote Control > Virtual 
Transport 2 を開いてください。 

PC名にVCubeが表示されているはずです。マウスのクリックで選択し、欄下の Connect をクリック

してStatusの欄が Connected となることを確認してください。切り離したい場合は、同様に 
Disconnect をクリックしてください。 

オプションの2つは、両方共チェックを入れておくと便利に使用できます。 

Wait until the machine is ready before starting playback in chase 

（チェイスで再生する場合、マシンの準備が整うまで待つ） 
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Save the VCube composition in the Pyramix project 

（VCubeのコンポジションをPyramixのプロジェクトに保存） 

 

この設定は、初回の起動時に行うとその後は設定を保持してアプリケーションが起動します。 

これらの設定により、PyramixのTrasnport Panel にはVCubeが表示されます。このトランスポート 
パネルでVCubeの操作を行うことができます。 
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その他の設定 

Settings > All Settings > Application > General の Project Opening の欄には、Pyramixの Project を開

いた時に ビデオ クリップをVCubeで開く設定があります。 
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​dsp ​ Japan​  ​Ltd,​ ​4-8-5 Nakameguro, Meguro-ku, Tokyo 153-0061 

T : 03-5723-8181 F : 03-3794-5283 U : http://www.dspj.co.jp 



 

AAFインポートの設定 

AAFのインポートで使用する Project > Import にも VCube関連のオプションがあります。 

開いたテンプレートにAAFを展開したい場合は、 

次の図の 【Insert the imported clips into the current Project tracks （現在開いているプロジェクトの

トラックにクリップをインポートする）】を選んで下さい。 

AAFのビデオをVCubeで開くには、 

Video Options の 【Open Video Clips in VCube （ビデオ クリップをVCubeで開く）】にチェックを

入れて下さい。 

そのオプションの上の 【Place the Video Clips in the Timeline （タイムラインにビデオ クリップを置

く）】にチェックを入れると、Pyramixにビデオ トラックを作成し、その上にビデオ クリップが置か

れます。 

この設定も、次回同様のページを開いた時に設定を引き継ぎます。 
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Virtual Transport 2 の トランスポート パネル 

Virtual Transport 2 を使用すると、トランスポート パネルで各マシンのトランスポート コントロール

ができるようになります。 

特に、各マシンの MASTER 部をクリックして設定する部分とChaseボタンは、各マシンの主従関係

を設定しますので、注意して設定する必要があります。 

通常のポストプロダクション作業では、Pyramixをマスターに設定し、VCubeをPyramixにチェイス

させますので、下図の様に VCubeのMASTER を Internal （=Pyramix）に設定し、Chaseボタンを押

したままにします。 

 

逆に VCube をマスターにし、Pyramix をVCubeにチェイスさせたい場合、VCubeのチェイスは外

し、Pyramixのチェイス ボタンを押したままにします。PyramixのMASTERはVCubeに設定します。 
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PCがネットワークに接続できない状態で Virtal Transport 2 を動作させ

るには 

Virtual Transport 2 はネットワーク ベースのリモート コントロールです。そのため、PCがネット

ワークに接続されていない場合、そのままでは動作させることができません。下記の手順で 

1. 【コントロール パネル > システム > デバイス マネージャー】 または、【コンピューターの

管理 > デバイス マネージャー】 を開きます。 

 

2. メニューの【操作(A) > レガシ ハードウェアの追加】 を選びます。 

 

3. 【ハードウェアの追加】ウィザードが開始されます。【次へ(N)】をクリックします。 
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4. 【一覧から選択したハードウェアをインストールする】にチェックを入れ、【次へ(N)】をク

リックします。 

 

5. 一覧の中から【ネットワーク アダプター】をマウスのクリックで選び、【次へ(N)】をク

リックします。 

 

6. 左の製造元欄で【Microsoft】を選び、右のモデル欄で【Microsoft KM-TEST Loopback 
Adapter】を選択します。【次へ(N)】をクリックします。 
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7. 確認のダイアログが表示されますので、【次へ(N)】をクリックします。 

 

8. 【完了】をクリックし、ダイアログを閉じます。 

 

9. これでLoopback Adapterが作成されました。デバイスマネージャーで確認してください。 

 

10. この Loopback Adapter をVirtual Transport 2の通信に使用します。 
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